
 

 

 

大寒を迎え、冷え込みが厳しい毎日が続きます。そんな寒さの中、子どもたちは縄跳びや持久走に

取り組み、楽しみながら体を鍛えています。冬の寒さ厳しい中でしっかりと根を張り春に備えていく

草花のように、この時期にこそ、子どもたちが成長していくための「根」を伸ばしていきたいと思い

ます。 

  縄跳び大会 

１１月中旬から縄跳びの練習を続けて

きました。各自が行う短縄跳びでは、様

々な跳び方に挑戦し、学年を追うごとに

跳べる種目が増えてきています。また、

学級のみんなで跳ぶ長縄跳びは、回って

いる縄にタイミングを合わせて次々と入

っていくためのチームワークが必要です。

朝の時間や、体育の時間、放課、そして

家庭でも練習を積み、１月１５日（水）の縄跳び大会を迎えました。短縄跳びでは、一人一人が級の

検定に挑みました。難関の種目を見事に跳び、１級をクリアできた子や、もう少しで達成できそうだ

った子には全校から大きな拍手が起きました。また、大縄跳びには、学級で声を掛け合って、自分た

ちの記録更新に挑み、学級や学校全体の一体感を感じる大会になりました。 

   持久走・ロードレース部の練習 

１月２５日（土）に、校内持久走大会を行います。これ

に先立ち、始業前の時間や体育の授業、放課などを使って

持久走に取り組んでいます。体力の向上と同時に、粘り強

さも養っていきたいと思います。 

放課後には、５・６年生の希望者によるロードレース部

が練習を積んでいます。２月１１日（火）の建国記念の日

に、一宮市ロードレース大会が開かれます。大会当日に向

け、一人一人が自分の記録を更新させ、力を十分に発揮できるように、お互いに励まし合って練習に

取り組んでいます。 
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